
岩
手
県
紫
波
町
は
、
盛

岡
市
と
花
巻
市
の
間
に
位

置
す
る
人
口
約
３
万
３
千

人
の
町
で
す
。
１
９
９
８

年
に
新
駅
設
置
運
動
が
実

り
、
「
紫
波
中
央
駅
」
が

開
業
し
、
紫
波
町
は
ま
ち

の
中
心
部
・
紫
波
中
央
駅

前
の
土
地

・
７
㌶
の
土

10

地
を
、

億
５
千
万
円
で

28

購
入
し
ま
し
た
が
、
当
時

は
土
地
を
開
発
で
き
ず
費

用
が
か
さ
み
「
日
本
一
高

い
雪
捨
て
場
」
と
言
わ
れ
、

事
実
上
計
画
が
凍
結
の
状

態
に
な
り
ま
し
た
。

「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
制
定

２
０
０
１
年
６
月
に

「
紫
波
町
循
環
型
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
「
循
環
型
ま
ち

づ
く
り
」
と
は
、
３
つ
の

資
源
循
環
を
基
本
と
し
、

①
有
機
資
源
循
環
→
農

業
を
産
業
と
す
る
紫
波
町

の
元
気
な
土
づ
く
り
、
地

産
地
消
の
推
進

②
森
林
資
源
循
環
→
町

産
木
材
を
利
用
し
た
公
共

施
設
・
住
宅
の
建

築
な
ど

③
無
機
資
源
循

環
→
焼
却
ご
み
の

削
減
を
す
す
め
る

こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

２
０
０
９
年
に

「
町
の
資
産
」
で

あ
る
町
有
地
を
活

用
し
て
、
財
政
負

担
を
最
小
限
に
抑

え
な
が
ら
公
共
施

設
整
備
と
民
間
施

設
等
立
地
に
よ
る

経
済
開
発
の
複
合

開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
紫
波
町
公
民
連

携
基
本
計
画
」を
議
決
し
、

と
り
く
み
が
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。

「
お
が
る
」＋「
駅
」

官
民
複
合
の
「
オ
ガ
ー

ル
プ
ラ
ザ
」

「
オ
ガ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
は
、
「
お
が

る
（
成
長
）
」
と
、
駅
を

意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の

「
ガ
ー
ル
」
の
２
つ
の
言

葉
の
造
語
で
、
官
民
複
合

施
設
の
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ

に
は
、
公
共
施
設
の
図
書

館
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー

と
、
民
間
施
設
と
し
て
産

直
（
会
員
３
２
０
人
）
、

歯
科
・
眼
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
カ
フ
ェ
、
居
酒
屋
等
、

民
間
複
合
施
設
の
オ
ガ
ー

ル
ベ
ー
ス
に
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
、
日
本
初
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
専
用
体
育

館
、
コ
ン
ビ
ニ
、
薬
局
、

紫
波
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ

ー
（
バ
レ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
）

な
ど
の
施
設
が
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

町
産
木
材
使
用
、
ゼ
ネ

コ
ン
に
発
注
せ
ず

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
町

産
木
材
が
利
用
さ
れ
て
お

り
、
住
宅
地
で
あ
る
オ
ガ

ー
ル
タ
ウ
ン
の
住
宅
に
は

町
産
木
材
の
端
材
で
あ
る

木
質
チ
ッ
プ
を
利
用
し
た

暖
房
・
給
湯
シ
ス
テ
ム
が

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
紫
波
町
循
環
型
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き

ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
受
注
は
行

っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

紫
波
中
央
駅
前
に
、
図

書
館
、
産
直
マ
ル
シ
ェ
、

子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
、

カ
フ
ェ
、
貸
ス
タ
ジ
オ
な

ど
を
備
え
た
施
設
と
、
ホ

テ
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専

用
体
育
館
を
備
え
、ま
た
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽

し
め
る
「
オ
ガ
ー
ル
広
場
」

が
あ
り
、
年
間
約

万
人

80

が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

紫
波
町
の
オ
ガ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
「
持
続

可
能
な
循
環
型
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
可
能
性
が

あ
る
取
り
組
み
と
感
じ
ま

し
た
。
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「
循
環
型
」「
自
立
・
持
続
」
ま
ち
づ
く
り
に
学
ぶ

日
本
共
産
党
市
議
団
視
察
報
告
①

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
は
、
９
日
か
ら

日
ま
で

11

の
３
日
間
、
岩
手
県
紫
波

町

、
同
県
住
田
町
、
同
県

し

わ

ち
よ
う

陸
前
高
田
市
、
秋
田
県
藤
里
町
の
４
自
治
体
を
行
政
視

察
し
ま
し
た
。

官民複合施設「オガールプラザ」内の紫波町図書館

岩
手
県
住
田
町
は
、
岩

手
県
の
南
部
に
位
置
し
、

東
に
陸
前
高
田
市
、
西
は

奥
州
市
と
接
し
て
い
ま

す
。
人
口
は
約
５
５
０
０

人
、
高
齢
化
率
は

％
、

41

町
の
面
積
の
９
割
が
森
林

で
林
業
と
畜
産
が
基
幹
産

業
で
す
。
こ
こ
で
は
、
森

林
・
林
業
日
本
一
の
町
づ

く
り
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

自
立
・
持
続
、
林
業
振

興
で
活
性
化
目
指
す

昭
和

年
よ
り
住
田
町

53

独
自
の
林
業
振
興
計
画
を

策
定
、
さ
ら
に
平
成

年
16

に
は
「
森
林
・
林
業
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
策

定
し
町
の
林
業
施
策
の
指

針
を
決
め
ま
し
た
。

住
田
町
は
、
市
町
村
合

併
を
せ
ず
に
自
立
・
持
続

と
い
う
選
択
を
し
、
全
国

で
も
最
大
規
模
を
誇
る
町

有
林
、
過
去
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
林
業
施
策
の
展
開

を
基
盤
に
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
貴
重
な
財
産
を

後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と

と
、
林
業
の
振
興
に
よ
り

地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

日
本
一
へ
向
け
４
つ
の

取
り
組
み

日
本
一
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、

①
川
上
（
林
家
＝
生
産

者
）
か
ら
川
下
（
消
費
地
）

ま
で
の
木
材
流
通
シ
ス
テ

ム
の
確
立
―
工
務
店
の
設

立
、
木
材
加
工
を
担
う
木

工
団
地
の
整
備

②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
―
木
質

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
・
ス

ト
ー
ブ
の
導
入
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
製
造

③
森
林
環
境
教
育
の
実

践
―
森
で
遊
び
、
学
び
、

考
え
る
（
２
面
に
つ
づ
く
）



市
の
一
般
廃
棄
物
ご
み

最
終
処
分
場
の
問
題
で
結

成
さ
れ
た
「
大
荒
地
内
市

ご
み
最
終
処
分
場
を
考
え

る
市
民
の
会
」
は
、
７
月

に
鶴
岡
市
と
合
意
書
交
わ

さ
れ
、
地
元
同
意
も
得
て

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
か
ら
、

日
に
こ
れ
ま

13

で
３
年
間
の
運
動
の
経
過

と
成
果
を
振
り
返
り
、
語

り
合
う
「
ご
く
ろ
う
さ
ん

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

市
民
の
会
の
五
十
嵐
淳

一
共
同
代
表
が
「
地
元
の

人
た
ち
が
有
権
者
の
過
半

数
を
超
え
る
署
名
を
集
め

る
な
ど
頑
張
っ
た
か
ら
こ

こ
ま
で
来
る
事
が
出
来

た
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。

参
加
者
一
人
ず
つ
が
、
活

動
の
苦
労
や
思
い
を
語
る

３
分
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

「
地
域
の
中
で
の
署
名
集

め
で
は
、
い
ろ
い
ろ
圧
力

が
あ
り
苦
労
し
た
。
こ
の

問
題
を
地
元
だ
け
で
な
く

解
決
を
目
指
そ
う
と
、
市

民
の
会
が
結
成
さ
れ
、
市

民
が
関
心
を
示
す
中
で
運

動
が
前
進
し
た
と
思
う
」

と
の
声
や
、
「
市
民
と
の

対
話
を
掲
げ
た
皆
川
市
長

が
誕
生
し
、
話
し
合
い
が

進
ん
だ
こ
と
が
カ
ギ
だ
っ

た
」
と
の
声
も
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、
「
こ
の
運
動
は

皆
川
市
長
が
９
月
の
市
広

報
コ
ラ
ム
に
地
方
自
治
は

民
主
主
義
の
学
校
で
あ
る

と
思
い
を
語
っ
て
い
る
様

に
、
重
要
な
教
訓
を
残
し

た
運
動
だ
っ
た
。
記
録
と

し
て
し
っ
か
り
ま
と
め
る

べ
き
」
と
の
意
見
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
今
後
も

締
結
さ
れ
た
合
意
書

遵
守
を
見
守
り
な
が

ら
活
動
を
続
け
て
ゆ

く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
準
備
さ

れ
た
芋
煮
を
食
べ
な

が
ら
懇
談
・
交
流
を

深
め
あ
い
ま
し
た
。

会
に
は
、
こ
の
間

支
援
を
続
け
て
き
た

日
本
共
産
党
市
議
団

か
ら
菅
井
、
坂
本
、

山
田
の
３
人
と
、
関

と
お
る
県
議
が
参
加

し
、
一
緒
に
運
動
の

成
果
を
確
認
し
合
い

ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

④
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
森
林
管
理

協
議
会
、
国
際
的
な
森
林

管
理
の
認
証
を
行
う
）
森

林
認
証
の
推
進
―
町
内
の

森
林
認
証
林
１
万
３
９
２

３
㌶
（
会
員
３
８
２
人
）

な
ど
の
４
点
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の

成
果
と
し
て
、
過
去

年
12

間
で
林
業
関
係
の
雇
用
員

数
は
、
１
８
２
人
か
ら
２

８
１
人
（

％
増
）
、
売

54

上
高
も

億
円
か
ら

億

44

82

円
（

％
増
）
に
上
昇
し

86

ま
し
た
。

町
単
独
補
助
事
業
も
森

林
整
備
事
業
、
路
網
整
備
、

担
い
手
対
策
な
ど
手
厚
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

廃
材
利
用
「
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

平
成

年
に
は
「
地
域

12

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
工
場
か

ら
出
る
廃
材
、
林
地
の
残

材
な
ど
を
「
捨
て
れ
ば
ご

み
、
燃
や
せ
ば
資
源
」
と

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

町
営
保
育
園
の
床
暖
房
、

を
決
め
、

戸
３
団
地
を

93

造
成
し
ま
し
た
。
１
棟
あ

た
り
８
㎥
の
地
元
ス
ギ
材

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
町
役
場
を
は

じ
め
消
防
署
や
町
営
住
宅

な
ど
公
共
建
築
物
も
地
元

産
材
を
利
用
し
て
地
元
の

大
工
（
工
務
店
）
が
建
設

し
て
い
ま
す
。

住
宅
建
築
補
助
最
大
３

０
０
万
円

町
民
が
住
宅
を
建
築
す

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月11日入札分

・市立保育園管理棟 鶴岡産木材購入（無垢材）（入札4業者）
出羽庄内森林組合 9,750,000円 期間～12/26
・市農村センター下水道接続工事（矢馳字上矢馳258番地）（入札7業者）
羽黒設備(株) 3,700,000円（3,710,000円）工期～12/20（落札率99.73％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月12日入札分

・神明町、大東町地内径100・150粍配水管撤去工事（神明町、大東町
地内）
中止

る
際
に
は
最
大
３
０
０
万

円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
最

大
１
５
０
万
円
の
補
助
金

が
交
付
さ
れ
、
地
域
の
資

源
を
使
い
お
金
も
地
域
で

循
環
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

木
材
は
、
人
に
も
環
境

に
も
地
球
に
も
優
し
い
素

材
で
あ
り
、
長
く
人
間
が

活
用
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
資
源
を
育
て
、

そ
の
木
材
を
使
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
の
人
が
家
を
建
て
る

こ
と
で
地
域
内
で
の
仕
事

お
こ
し
、
経
済
も
循
環
す

る
と
い
う
地
域
循
環
型
社

会
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
も
、
東
北
地
方

で
最
大
の
面
積
を
持
ち
、

そ
の
約
７
割
が
森
林
で

す
。し

か
し
、
中
山
間
地
の

過
疎
化
も
進
み
「
山
全
体

が
荒
れ
て
い
る
」
状
況
が

み
ら
れ
ま
す
。
住
田
町
の

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
本

市
で
も
生
か
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

役
場
庁
舎
の
冷
暖

房
に
は
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
仮
設
住
宅

・
公
共
施
設
に

地
元
産
材

東
日
本
大
震
災

で
は
、
震
災
発
生

３
日
後
に
地
元
産

材
を
使
っ
た
応
急

仮
設
住
宅
の
着
工

地元産材を利用して建設された消防住田分署

止
」
の
署
名
宣
伝
と
シ
ー

ル
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

「
使
い
道
が
コ
ロ
コ
ロ

変
わ
る
消
費
税
に
は
絶
対

反
対
」
「
今
で
も
苦
し
い

の
に
こ
れ
以
上
国
民
に
負

担
さ
せ
る
な
ん
て
お
か
し

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

１
人
の
女
子
高
校
生
が

「
何
に
使
わ
れ
る
の
か
判

ら
な
い
の
で
賛
成
反
対
も

出
来
な
い
」
と
言
う
の
に

対
し
、
消
費
税
を
上
げ
な

く
て
も
、
使
い
方
次
第
で

は
社
会
保
障
や
教
育
費
に

回
せ
る
こ
と
を
説
明
す
る

と
、
「
や
っ
ぱ
り
反
対
」

と
シ
ー
ル
投
票
を
し
ま
し

た
。約

分
の
行
動
で
、
シ

30

ー
ル
投
票
で
は
反
対
が
41

票
、
保
留
が
２
票
、
署
名

は

筆
集
ま
り
ま
し
た
。

41菅
井
巌
、
坂
本
昌
栄
市

議
が
参
加
し
ま
し
た
。

消
費
税
廃
止
田
川
地
区

各
界
連
絡
会
は

日
、
こ

15

ぴ
あ
で
「
消
費
税
増
税
中

３年間の運動を振り返りみんなで記念撮影


